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平松礼二画伯と冨田幸宏町長
　　　　（町立湯河原美術館にて）
　　　　　　※関連ページ　Ｐ４～Ｐ７
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民の皆様、新年おめでとうございます。
どなた様も新たなお気持ちで新春をお迎え
のことと存じます。また、町政推進に当た

り格別なるご理解とご協力をいただいておりますこ
とに、厚くお礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、政権交代後は株価が2008
年リーマンショック前の水準に持ち直すなど、経済
の回復基調が見られましたが、国民がその恩恵を等
しく享受できる状況には至らず、引き続き、国民生
活に直結する諸問題の解決が求められています。
　また、記録的な猛暑日の更新、台風の大型化と発
生数の増加なども記憶に残っております。10月の
台風26号では、湯河原からわずか40kmほどに位置
する伊豆大島で甚大な被害が発生し、多くの尊い命
が犠牲になるなど、自然の脅威にさらされた年でも
ありました。
 このような中、私なりに『命』の大切さを考え直す
年でもあったと感じております。

　人が生きていく上では、さまざまな人との出会い
と別れを経験します。これまでいろいろな機会を通
して、「出会いを大切に」ということを申し上げてき
ましたが、人と人との出会いを大切にすることで、
新しい出会いをいただき、さらに新しい出会いが広
がります。また、人を大切に思い、敬い、慈しむこ
とで、温かい気持ちも深まると思っております。
　この『人』としての『温かみ』は、わが国、そして観
光立町・湯河原が目指す、おもてなしの心の醸成に
つながるものであると確信しております。
　どんな施策を展開していく上でも、その中心には
『人』がいるということを念頭に、今後も温かみのあ
る町政運営を進めてまいります。
　町民の皆様が温かい気持ちを抱いて、穏やかな
日々が送れることを願いつつ、皆様にとって素晴ら
しい年となりますことを心からお祈り申し上げ、新
年のあいさつとさせていただきます。
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けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、新春を健やかにお
迎えのこととお慶び申し上げます。

　日頃から、町議会へ格別のご理解とご協力をお寄
せいただいておりますことに心から感謝とお礼を申
し上げます。
　昨年を振り返りますと、わが国では、９月に2020年
オリンピック・パラリンピック競技大会の東京開催
が決定いたしました。町議会でも「2020年オリン
ピック競技大会及びパラリンピック競技大会東京招
致に関する意見書」を３月定例会において可決し、
内閣総理大臣をはじめ国の関係機関に提出をいたし
ましたが、東京での開催が決まったことは、大変喜
ばしい限りでございます。招致活動の際に使われた
「おもてなし」という言葉は、昨年の流行語大賞にも
選ばれましたが、湯河原町ではいち早く「おもてなし
の心」を観光資源として捉え、観光を町の基幹産業
として、さらに発展させ「湯河原らしい真の観光立

町」を目指しているところでございます。
　本年は、オリンピックによる経済波及効果への期
待感もあり、少しずつ明るい兆しが見え始めており
ます。町議会といたしましても、多様な地域資源を
土台に町民や各団体の活力を引き出しながら取り組
んでまいります。その手始めとして、議会報告会の
内容を見直し、新たな試みとして、町内の各団体の
代表や旅行代理店の担当者などに出席していただ
き、「オール湯河原」でのまちづくりを目指して、「町
の将来・夢をともに語ろう」というテーマで、主に湯
河原のまちづくり・経済・観光産業の将来像や夢に
ついて、意見交換をする形の議会報告会を２月５日
に開催いたします。町民の皆様にも是非、お気軽に
足をお運びいただきたいと思います。
　本年も町民の皆様のご協力をお願い申し上げます
とともに、ますます町民の皆様の輪が広がり、明る
い年となりますよう心からお祈り申し上げます。
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『冨田湯河原町長　湯ったりトーク』放送日
（前編）１月１・８・15日㈬　14:00～15:00
（後編）１月２・９・16日㈭　20:00～21:00
※インターネットラジオ“サイマルラジオ”でも視聴できます。
 （http://www.simulradio.jp/）

世界に誇る日本画を湯河原から
新 春 特 別 対 談 日本

画家

聞き手

湯河原
町長

ひらまつ　れい じ
平松 礼二

とみ  た   ゆきひろ
冨田 幸宏×

世界に誇る日本画を湯河原から
 これまで作品の借用などで、町立湯河原美術館の運営にご協力をいただ
いてきた日本画家・平松礼二画伯。昨年1月には、湯河原にゆかりのある
作品34点を寄贈していただきました。
 そんな平松画伯と冨田湯河原町長が、広報ゆがわら・エフエム熱海湯河
原タイアップ企画として対談し、湯河原への思いや日本画の描き方など
について、語り合っていただきました。

 む とう    ま  り
武藤 麻里 さん
エフエム熱海湯河原
パーソナリティー
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武藤麻里さん（以下「武藤」）　2014年新春のエフエム熱
海湯河原『冨田湯河原町長湯ったりトーク』は、町立美
術館を会場に、平松礼二先生をお招きしてお送りします。
冨田町長（以下「町長」）　今日は公開収録ということ
で、来館者の皆さんもお集まりです。一緒に楽しく過
ごしていければと思います。よろしくお願いします。

　　湯河原という『大ブランド』

平松礼二画伯（以下「平松」）　画家人生を長いことやっ
てきましたけど、昨年は自分にとって記念すべき年で
した。フランスでクロード・モネと二人展を開催して
いただき、自分自身もまた新しい画境に向かおうとい
う決心をしたような年でした。
武藤　平松先生と湯河原の関わりというのはどのよう
な経緯だったのでしょうか。
町長　町立湯河原美術館は、以前の湯河原ゆかりの美
術館時代を含めて、昨年15周年を迎えたわけですが、
当時の庄田館長さんとのつながりなどで、平松先生に
は以前より作品を無償でお借りして、展覧会の開催に
ご協力をいただいてきました。８年前からは『平松礼
二館』として、常に先生の絵を館内に展示させていた
だいています。
武藤　昨年は湯河原にゆかりのある絵画34点を町に寄
贈されたわけですが、どういった心境からだったので
しょうか。
平松　展覧会の開催にあたって湯河原を訪れてみる
と、山あり、川あり、谷あり。緑豊かで人情味があ
り、日本的情緒感のある上品な町。画家にとって魅力
の塊のようなところでした。しかも、かつては文人墨
客が長い間ここに滞在していたということで、ある意
味でブランドの土地なんですよね。ここで作品を描き
つつ、また、見ていただけるという機会があるのは、
自分にとって最大の幸福であると思い、次第にこの地
を深く愛するようになりました。湯河原を題材にした
作品もある程度たまりましたので、町に寄贈のお話を
したら快く引き受けてくれ、私も大変喜んでおります。
町長　今回のご寄贈で、より一層先生がお気持ちを湯
河原に向けてくださったと実感しています。また、湯
河原を『ブランド』と言っていただきましたが、非常にあ
りがたいことです。
平松　安井曾太郎先生など、名だたる歴史を作ってき
た方々から、深くこよなく愛された。町民の方には、
身近すぎて小さく見えることかもしれませんが、全国
から見れば、絵の町湯河原、湯の町湯河原。これは大
ブランドですよ。

　　日本画家・平松礼二

武藤　いつごろから画家を目指されたのですか。
平松　生まれは東京の中野で、小さい頃から父親の仕
事の都合で、全国を２～３年おきに転々としていまし

た。たまたま名古屋市で落ち着くことになりまして、
15歳のときに高校の美術科に通いながら、画塾でも絵
を学びました。
武藤　なぜ西洋画ではなく日本画の道を選ばれたので
しょうか。
平松　名古屋の近くの瀬戸に行ったとき、瀬戸物に焼
かれた青い

 ご   す

呉須という絵の具の一種ですが、その色
が、自分の感性に合っていたのです。当時、戦後間も
なくですから、アメリカやヨーロッパから新しいアー
トがたくさん入ってきましたが、私の感性は日本的な
ものに

ひ
惹かれるところがありまして…。

町長　対談にあたって先生のことを勉強させていただ
きまして、先生の作品の変遷の中で、『

みち
路』シリーズがあ

ります。この『路』という言葉に私も共感する部分があ
りまして、道路の『道』は固く、精神的構造の色合いが
強いのですが、路地の『路』を使われています。先生の
言葉によると、「魚屋のおじさんや悪ガキが歩き回って
いるような、非常に温かく、自然な感じを受ける」とあ
ります。
平松　都市、都会にたくさんの文明、文化、人などが
集まり、長い年月の中で変遷、変化します。しかし、
それが進歩しているのか、後退しているのかわからな
いときがあります。一つの集落あるいは小さな町、そ
の中で培われる人と人の触れ合いというのは、永遠の
ものだと思います。その永遠性を突き詰めれば、精神
的な大国、大都市になっていく。形だけを求めた大き
なまちづくりっていうのは、必ずどこかで破たんする
のが、今までの歴史だと思うんですね。ですから、触
れ合いっていうのはものすごい大きな財産を築いてい
く、一つの材料なわけです。今ではなくなったかもし
れませんが、裏口から「おばさん、ちょっと味噌貸し
て」とか、「おしょうゆちょうだい」とか、そういう触れ
合いが、一番大きな理想への近道なのかなと。暮らし
の中で培われる愛情あふれる町っていうのは、一番す
ぐれた町のような気がするんです。それに近いもの
を、この町で見つけた感じがするのです。
町長　それはうれしい限りです。今の時代、あまりに
も便利になり過ぎて、人の触れ合いが希薄になってい
ます。だからこそ、先生のお話にもありました『温か
さ』が非常に大事なわけです。話は変わりますが、若い

頃に
ばんしょうじ
万松寺という名古屋のお寺に居候していたそうで

すが…。
平松　画家を目指すと言うとかっこよく聞こえます
が、現実生活は絵の具を買うのに必死で、若い頃から
絵の具代に事欠いて、先輩にずいぶん援助していただ
いたこともありました。煙突の“すす”に“にかわ”を混
ぜて黒色を作ったり、たくさん絵の具を買えないの
で、河原に行って、バケツで砂をくんできて、ふるい
で細かい砂だけ選んで、それに、安いポスターカラー
や看板屋の絵の具を混ぜて、巨大な画面を描いたりし
ていました。絵を描く場所もなく、それを見かねた和
尚さんが、うちの裏の倉庫が空いているからそこを使
えと言ってくれて、32・33歳から40歳ぐらいまで居候
をしていました。その代わり、和尚さんから「おい、
君」って言われると、「はい」としか答えがありませんで
した。「いいえ」とか「私は違います。」とはとても言えま
せんでした。でも、その「はい」だけがどれほど今の自分
に役立っているか。本当にいろんな意味で自分の人間形成
の上で役に立っています。
町長　安井曾太郎や竹内栖鳳、こういった方々は旅館
に絵を描くための場所を確保していただいて、簡単に
言えば旅館の応援があって絵を残されていくという歴
史が湯河原にもあるようで、それがきっかけで町立湯
河原美術館で作品をお預かりをしているという経緯が
あります。有名な画家になるにあたっては、皆さんこ
うした応援や苦労があるものなのですね。とても良い
話を聞けました。
平松　本当にありのままのことですから。そういうこ
とを私に先々まで気付かせるために言ってくださった
先輩、師匠、それから周囲の目上の人たちに本当に感
謝しています。

　　日本画独特の道具と技法

武藤　今日は目の前に先生が普段お使いになっている
道具をお持ちいただきました。七つ道具のようなもの
になるのでしょうか。
平松　僕の世代と同じくらいか、あるいはもう少し若
い世代だと、学校教育ではおそらく、西洋的な絵画や
彫刻、版画が中心で、日本的なものの教育は非常に薄
かったと思います。私も実は、高校に日本画科がある
なんて知らなかったんです。あらためて美術教師に教
えられて、それで転校し直したんですが、一番大きな
違いは、その道具なのです。油絵は固い筆で、絵の具
を混ぜてキャンバスに塗っていく。ところが日本画
は、お習字のような柔らかい筆で、“にかわ”なんかを
使いながら柔らかく描いていく。自分には日本画の方
が向いていると思ったのです。これはよく使っている
れんぴつ
連筆という、お習字の筆が横にいくつか並んでいる筆
です。これも不思議と３、５、７と奇数で、広い面も
ゆったりときれいに伸びていくように、グラデーショ
ンがちゃんとできるように斜めに切り込んであるのです。

武藤　その辺が平たいハケとは違うのですね。
平松　それと日本画の絵の具ですが、これは天然の岩
から取り出した鉱石を粉末にしたものです。今日少し
だけサンプルをお持ちしましたが、約2,000色あります。
武藤　2,000色もあると使い分けが大変ですね。
平松　たいていは自分の得意の色がありますので、好
きな色、私の場合は、青と赤と緑が基準で、常に使っ
ているのは、400～500色ぐらいでしょうか。
町長　自然のものだとおっしゃいましたが、これは自
然が作った色と、そう理解して良いですか。
平松　鉱石を砕いて、細かくしたものですが、ただ、
世界中で鉱石が大変減っています。ですから、今はプ
ラスチックやガラスを使って、新しい絵の具を作って
いる場合もあります。
町長　自然のものは少しずつ無くなり、人工のものに
シフトしている。でもやはり、自然の色がナンバーワ
ンということですよね。
平松　この白色は、

  か   き
牡蠣がらを砕いたものです。た

だ、白でも少し濁りがありますので、もっと純白な色
を出したいときは、ハマグリを使うのです。こういう
自然の材料を日本画は利用しますので、混ぜないで、
単色をうまく生かすことを工夫するっていうのが、日
本画家の希望であるわけですね。
武藤　この粉状のものを溶かして使われるということ
ですが、朝一番に平松先生が日課としてすることがあ
ると伺いましたが。
平松　朝起きるとまず、この“にかわ”を鍋に入れて煮
込みます。すると液状になるわけですが、牛の皮など
からできていますので、ごみが入っているのです。空
中からもごみが入りますし、それを細かい布などで

こ
濾

して、透明に近い形にするのです。早朝の私のお勤め
は“にかわ”炊きなんです。
町長　日本料理などで、丁寧に料理を作るときという
のは、まさしく同じような手間暇をかけると言うか、
それと非常に似たような感じがありますね。
平松　同じですね。世界中で日本食ブームが起こり、
パリなんかでは、日本の食材が重宝されています。マ
スコミが第２次ジャポニズムブームが到来などと言っ

ているわけですが、食も芸術も生活もスタイルも日本
に習えという、生活の中で日本に対する関心が高く
なっているということを実感しました。
町長　逆に日本人が日本のしくみや歴史だとか、便利
になったがゆえにわからなくなっている部分もありま
すね。
平松　町長にお話するのは少し恥ずかしいですが、「都
会化を目指すよりローカル化を目指せ」。これはひょっ
としたら、今の世界の潮流とは逆に、近代化に向かう
一つの方向性なのかもしれないと思います。

　　平松礼二と湯河原

武藤　２階の平松礼二館にやってきました。絵がたく
さんあって華やかですね。
町長　湯河原梅林の絵ですね。来月には梅の宴が始ま
りますが、先生に描いていただいた絵を見ると、本当
に
あで
艶やかで華やかで、ウキウキしますね。

平松　桜も大好きですが、梅には香りがあります。桜
の香りは薄いですが、梅の香りには、何か誘われる、
心を奪われるものがあります。写生しているときは、
その香りが自分たちの気持ちを高ぶらせてくれます。
湯河原のこの季節、これから一年が始まるぞという、
梅の香りに誘われて制作した作品です。
町長　幕山の裾野には、梅が約4,000本ほど植わって
います。今から30～40年ほど前、鍛冶屋地区の畑には
梅がたくさんありましたが、宅地化が進むにあたり、
現在の場所に移植したのが梅林の始まりです。今では
おかげさまで、多くの方々に来ていただけるようにな
りましたが、スタートは当時の農家の方々の、次の時
代に湯河原らしさを残そうというメッセージですね。
それが先生の絵にもなったということに、歴史を感じ
ます。
武藤　反対側には大観山の絵もあります。これは富士
山が描かれています。湯河原からも富士山が見えるの
ですね。
町長　横山大観がこの場所から見る富士山を一番気に
入っていたことから、大観山という名前が付いたと言
われています。先生の絵や、よく写真に芦ノ湖と富士
山が写っているものがありますが、あれは湯河原側か

らの景色なのです。
平松　この町は、

かちょうふうげつ
花鳥風月、

さんせんそうもく
山川草木、日本の古来か

ら日本人の心の中に美しいと思われるような姿をみん
な持っている場所です。だからスケッチするのが本当
に楽しくて、そのときの感じを素直に表せるようなこ
とがあります。
町長　こちらに『文藝春秋』の表紙絵が飾られていま
す。長い間、精力的に取り組まれたと聞いています。
武藤　湯河原の絵も表紙になっていますね。
平松　安井曾太郎さんのアトリエの前から、

しの
偲んで描

いたものです。フランスには、クロード・モネ、セザ
ンヌ、ルノワール、シニャックという、今でいう大巨
匠たちが集まった500人くらいの村があり、彼らはそ
こで食事やお酒を飲みながら、絵を描き、歴史を語り
継いでいったそうです。湯河原にも同じように、竹内
栖鳳先生や安井曾太郎先生、そして、平松礼二が、努
力目標ではありますが、もっとたくさんの絵を描い
て、残していきたい思っています。
町長　うれしい話ですね。湯河原の歴史を先生の心で
積み上げていただけて、ありがたい話です。

　　今年の抱負

武藤　平松礼二先生をお招きして新春対談をお送りし
てきましたが、これから湯河原とどのように関わって
いきたいと思っていらっしゃっていますか。
平松　昨年に続いて、町民大学の講師のお話をいただ
いていますし、また昨年とは違うお話ができればと
思っています。また、私もほぼ湯河原町民だと思って
いますので、この町がフランス・ジヴェルニーのク
ロード・モネの住んでいた村のように、芸術性の高
い、知的文化の高い、そして人が集まってくるような
町になるように、微力ながらもお手伝いできたらうれ
しいというのが、今年の目標ですかね。
町長　非常に光栄なことです。先生はきっと今年も、
世界を舞台に活躍されることでしょうし、これからも
活躍し続けることと思います。その中で、湯河原にも
一つ、拠点があるという、こんな関係を続けていただ
けることが、町民にとっても大変ありがたいことです
ので、今年もお体にはお気を付けて、ぜひがんばって
ください。

特集　世界に誇る日本画を湯河原から

対談は町立湯河原美術館内で開催され、
来館者がその様子を見学していました。
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武藤麻里さん（以下「武藤」）　2014年新春のエフエム熱
海湯河原『冨田湯河原町長湯ったりトーク』は、町立美
術館を会場に、平松礼二先生をお招きしてお送りします。
冨田町長（以下「町長」）　今日は公開収録ということ
で、来館者の皆さんもお集まりです。一緒に楽しく過
ごしていければと思います。よろしくお願いします。

　　湯河原という『大ブランド』

平松礼二画伯（以下「平松」）　画家人生を長いことやっ
てきましたけど、昨年は自分にとって記念すべき年で
した。フランスでクロード・モネと二人展を開催して
いただき、自分自身もまた新しい画境に向かおうとい
う決心をしたような年でした。
武藤　平松先生と湯河原の関わりというのはどのよう
な経緯だったのでしょうか。
町長　町立湯河原美術館は、以前の湯河原ゆかりの美
術館時代を含めて、昨年15周年を迎えたわけですが、
当時の庄田館長さんとのつながりなどで、平松先生に
は以前より作品を無償でお借りして、展覧会の開催に
ご協力をいただいてきました。８年前からは『平松礼
二館』として、常に先生の絵を館内に展示させていた
だいています。
武藤　昨年は湯河原にゆかりのある絵画34点を町に寄
贈されたわけですが、どういった心境からだったので
しょうか。
平松　展覧会の開催にあたって湯河原を訪れてみる
と、山あり、川あり、谷あり。緑豊かで人情味があ
り、日本的情緒感のある上品な町。画家にとって魅力
の塊のようなところでした。しかも、かつては文人墨
客が長い間ここに滞在していたということで、ある意
味でブランドの土地なんですよね。ここで作品を描き
つつ、また、見ていただけるという機会があるのは、
自分にとって最大の幸福であると思い、次第にこの地
を深く愛するようになりました。湯河原を題材にした
作品もある程度たまりましたので、町に寄贈のお話を
したら快く引き受けてくれ、私も大変喜んでおります。
町長　今回のご寄贈で、より一層先生がお気持ちを湯
河原に向けてくださったと実感しています。また、湯
河原を『ブランド』と言っていただきましたが、非常にあ
りがたいことです。
平松　安井曾太郎先生など、名だたる歴史を作ってき
た方々から、深くこよなく愛された。町民の方には、
身近すぎて小さく見えることかもしれませんが、全国
から見れば、絵の町湯河原、湯の町湯河原。これは大
ブランドですよ。

　　日本画家・平松礼二

武藤　いつごろから画家を目指されたのですか。
平松　生まれは東京の中野で、小さい頃から父親の仕
事の都合で、全国を２～３年おきに転々としていまし

た。たまたま名古屋市で落ち着くことになりまして、
15歳のときに高校の美術科に通いながら、画塾でも絵
を学びました。
武藤　なぜ西洋画ではなく日本画の道を選ばれたので
しょうか。
平松　名古屋の近くの瀬戸に行ったとき、瀬戸物に焼
かれた青い

 ご   す

呉須という絵の具の一種ですが、その色
が、自分の感性に合っていたのです。当時、戦後間も
なくですから、アメリカやヨーロッパから新しいアー
トがたくさん入ってきましたが、私の感性は日本的な
ものに

ひ
惹かれるところがありまして…。

町長　対談にあたって先生のことを勉強させていただ
きまして、先生の作品の変遷の中で、『

みち
路』シリーズがあ

ります。この『路』という言葉に私も共感する部分があ
りまして、道路の『道』は固く、精神的構造の色合いが
強いのですが、路地の『路』を使われています。先生の
言葉によると、「魚屋のおじさんや悪ガキが歩き回って
いるような、非常に温かく、自然な感じを受ける」とあ
ります。
平松　都市、都会にたくさんの文明、文化、人などが
集まり、長い年月の中で変遷、変化します。しかし、
それが進歩しているのか、後退しているのかわからな
いときがあります。一つの集落あるいは小さな町、そ
の中で培われる人と人の触れ合いというのは、永遠の
ものだと思います。その永遠性を突き詰めれば、精神
的な大国、大都市になっていく。形だけを求めた大き
なまちづくりっていうのは、必ずどこかで破たんする
のが、今までの歴史だと思うんですね。ですから、触
れ合いっていうのはものすごい大きな財産を築いてい
く、一つの材料なわけです。今ではなくなったかもし
れませんが、裏口から「おばさん、ちょっと味噌貸し
て」とか、「おしょうゆちょうだい」とか、そういう触れ
合いが、一番大きな理想への近道なのかなと。暮らし
の中で培われる愛情あふれる町っていうのは、一番す
ぐれた町のような気がするんです。それに近いもの
を、この町で見つけた感じがするのです。
町長　それはうれしい限りです。今の時代、あまりに
も便利になり過ぎて、人の触れ合いが希薄になってい
ます。だからこそ、先生のお話にもありました『温か
さ』が非常に大事なわけです。話は変わりますが、若い

頃に
ばんしょうじ
万松寺という名古屋のお寺に居候していたそうで

すが…。
平松　画家を目指すと言うとかっこよく聞こえます
が、現実生活は絵の具を買うのに必死で、若い頃から
絵の具代に事欠いて、先輩にずいぶん援助していただ
いたこともありました。煙突の“すす”に“にかわ”を混
ぜて黒色を作ったり、たくさん絵の具を買えないの
で、河原に行って、バケツで砂をくんできて、ふるい
で細かい砂だけ選んで、それに、安いポスターカラー
や看板屋の絵の具を混ぜて、巨大な画面を描いたりし
ていました。絵を描く場所もなく、それを見かねた和
尚さんが、うちの裏の倉庫が空いているからそこを使
えと言ってくれて、32・33歳から40歳ぐらいまで居候
をしていました。その代わり、和尚さんから「おい、
君」って言われると、「はい」としか答えがありませんで
した。「いいえ」とか「私は違います。」とはとても言えま
せんでした。でも、その「はい」だけがどれほど今の自分
に役立っているか。本当にいろんな意味で自分の人間形成
の上で役に立っています。
町長　安井曾太郎や竹内栖鳳、こういった方々は旅館
に絵を描くための場所を確保していただいて、簡単に
言えば旅館の応援があって絵を残されていくという歴
史が湯河原にもあるようで、それがきっかけで町立湯
河原美術館で作品をお預かりをしているという経緯が
あります。有名な画家になるにあたっては、皆さんこ
うした応援や苦労があるものなのですね。とても良い
話を聞けました。
平松　本当にありのままのことですから。そういうこ
とを私に先々まで気付かせるために言ってくださった
先輩、師匠、それから周囲の目上の人たちに本当に感
謝しています。

　　日本画独特の道具と技法

武藤　今日は目の前に先生が普段お使いになっている
道具をお持ちいただきました。七つ道具のようなもの
になるのでしょうか。
平松　僕の世代と同じくらいか、あるいはもう少し若
い世代だと、学校教育ではおそらく、西洋的な絵画や
彫刻、版画が中心で、日本的なものの教育は非常に薄
かったと思います。私も実は、高校に日本画科がある
なんて知らなかったんです。あらためて美術教師に教
えられて、それで転校し直したんですが、一番大きな
違いは、その道具なのです。油絵は固い筆で、絵の具
を混ぜてキャンバスに塗っていく。ところが日本画
は、お習字のような柔らかい筆で、“にかわ”なんかを
使いながら柔らかく描いていく。自分には日本画の方
が向いていると思ったのです。これはよく使っている
れんぴつ
連筆という、お習字の筆が横にいくつか並んでいる筆
です。これも不思議と３、５、７と奇数で、広い面も
ゆったりときれいに伸びていくように、グラデーショ
ンがちゃんとできるように斜めに切り込んであるのです。

武藤　その辺が平たいハケとは違うのですね。
平松　それと日本画の絵の具ですが、これは天然の岩
から取り出した鉱石を粉末にしたものです。今日少し
だけサンプルをお持ちしましたが、約2,000色あります。
武藤　2,000色もあると使い分けが大変ですね。
平松　たいていは自分の得意の色がありますので、好
きな色、私の場合は、青と赤と緑が基準で、常に使っ
ているのは、400～500色ぐらいでしょうか。
町長　自然のものだとおっしゃいましたが、これは自
然が作った色と、そう理解して良いですか。
平松　鉱石を砕いて、細かくしたものですが、ただ、
世界中で鉱石が大変減っています。ですから、今はプ
ラスチックやガラスを使って、新しい絵の具を作って
いる場合もあります。
町長　自然のものは少しずつ無くなり、人工のものに
シフトしている。でもやはり、自然の色がナンバーワ
ンということですよね。
平松　この白色は、

  か   き
牡蠣がらを砕いたものです。た

だ、白でも少し濁りがありますので、もっと純白な色
を出したいときは、ハマグリを使うのです。こういう
自然の材料を日本画は利用しますので、混ぜないで、
単色をうまく生かすことを工夫するっていうのが、日
本画家の希望であるわけですね。
武藤　この粉状のものを溶かして使われるということ
ですが、朝一番に平松先生が日課としてすることがあ
ると伺いましたが。
平松　朝起きるとまず、この“にかわ”を鍋に入れて煮
込みます。すると液状になるわけですが、牛の皮など
からできていますので、ごみが入っているのです。空
中からもごみが入りますし、それを細かい布などで

こ
濾

して、透明に近い形にするのです。早朝の私のお勤め
は“にかわ”炊きなんです。
町長　日本料理などで、丁寧に料理を作るときという
のは、まさしく同じような手間暇をかけると言うか、
それと非常に似たような感じがありますね。
平松　同じですね。世界中で日本食ブームが起こり、
パリなんかでは、日本の食材が重宝されています。マ
スコミが第２次ジャポニズムブームが到来などと言っ

ているわけですが、食も芸術も生活もスタイルも日本
に習えという、生活の中で日本に対する関心が高く
なっているということを実感しました。
町長　逆に日本人が日本のしくみや歴史だとか、便利
になったがゆえにわからなくなっている部分もありま
すね。
平松　町長にお話するのは少し恥ずかしいですが、「都
会化を目指すよりローカル化を目指せ」。これはひょっ
としたら、今の世界の潮流とは逆に、近代化に向かう
一つの方向性なのかもしれないと思います。

　　平松礼二と湯河原

武藤　２階の平松礼二館にやってきました。絵がたく
さんあって華やかですね。
町長　湯河原梅林の絵ですね。来月には梅の宴が始ま
りますが、先生に描いていただいた絵を見ると、本当
に
あで
艶やかで華やかで、ウキウキしますね。
平松　桜も大好きですが、梅には香りがあります。桜
の香りは薄いですが、梅の香りには、何か誘われる、
心を奪われるものがあります。写生しているときは、
その香りが自分たちの気持ちを高ぶらせてくれます。
湯河原のこの季節、これから一年が始まるぞという、
梅の香りに誘われて制作した作品です。
町長　幕山の裾野には、梅が約4,000本ほど植わって
います。今から30～40年ほど前、鍛冶屋地区の畑には
梅がたくさんありましたが、宅地化が進むにあたり、
現在の場所に移植したのが梅林の始まりです。今では
おかげさまで、多くの方々に来ていただけるようにな
りましたが、スタートは当時の農家の方々の、次の時
代に湯河原らしさを残そうというメッセージですね。
それが先生の絵にもなったということに、歴史を感じ
ます。
武藤　反対側には大観山の絵もあります。これは富士
山が描かれています。湯河原からも富士山が見えるの
ですね。
町長　横山大観がこの場所から見る富士山を一番気に
入っていたことから、大観山という名前が付いたと言
われています。先生の絵や、よく写真に芦ノ湖と富士
山が写っているものがありますが、あれは湯河原側か

らの景色なのです。
平松　この町は、

かちょうふうげつ
花鳥風月、

さんせんそうもく
山川草木、日本の古来か

ら日本人の心の中に美しいと思われるような姿をみん
な持っている場所です。だからスケッチするのが本当
に楽しくて、そのときの感じを素直に表せるようなこ
とがあります。
町長　こちらに『文藝春秋』の表紙絵が飾られていま
す。長い間、精力的に取り組まれたと聞いています。
武藤　湯河原の絵も表紙になっていますね。
平松　安井曾太郎さんのアトリエの前から、

しの
偲んで描

いたものです。フランスには、クロード・モネ、セザ
ンヌ、ルノワール、シニャックという、今でいう大巨
匠たちが集まった500人くらいの村があり、彼らはそ
こで食事やお酒を飲みながら、絵を描き、歴史を語り
継いでいったそうです。湯河原にも同じように、竹内
栖鳳先生や安井曾太郎先生、そして、平松礼二が、努
力目標ではありますが、もっとたくさんの絵を描い
て、残していきたい思っています。
町長　うれしい話ですね。湯河原の歴史を先生の心で
積み上げていただけて、ありがたい話です。

　　今年の抱負

武藤　平松礼二先生をお招きして新春対談をお送りし
てきましたが、これから湯河原とどのように関わって
いきたいと思っていらっしゃっていますか。
平松　昨年に続いて、町民大学の講師のお話をいただ
いていますし、また昨年とは違うお話ができればと
思っています。また、私もほぼ湯河原町民だと思って
いますので、この町がフランス・ジヴェルニーのク
ロード・モネの住んでいた村のように、芸術性の高
い、知的文化の高い、そして人が集まってくるような
町になるように、微力ながらもお手伝いできたらうれ
しいというのが、今年の目標ですかね。
町長　非常に光栄なことです。先生はきっと今年も、
世界を舞台に活躍されることでしょうし、これからも
活躍し続けることと思います。その中で、湯河原にも
一つ、拠点があるという、こんな関係を続けていただ
けることが、町民にとっても大変ありがたいことです
ので、今年もお体にはお気を付けて、ぜひがんばって
ください。

日本画独特の道具の説明をする平松画伯
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から見れば、絵の町湯河原、湯の町湯河原。これは大
ブランドですよ。

　　日本画家・平松礼二

武藤　いつごろから画家を目指されたのですか。
平松　生まれは東京の中野で、小さい頃から父親の仕
事の都合で、全国を２～３年おきに転々としていまし

た。たまたま名古屋市で落ち着くことになりまして、
15歳のときに高校の美術科に通いながら、画塾でも絵
を学びました。
武藤　なぜ西洋画ではなく日本画の道を選ばれたので
しょうか。
平松　名古屋の近くの瀬戸に行ったとき、瀬戸物に焼
かれた青い

 ご   す

呉須という絵の具の一種ですが、その色
が、自分の感性に合っていたのです。当時、戦後間も
なくですから、アメリカやヨーロッパから新しいアー
トがたくさん入ってきましたが、私の感性は日本的な
ものに

ひ
惹かれるところがありまして…。

町長　対談にあたって先生のことを勉強させていただ
きまして、先生の作品の変遷の中で、『

みち
路』シリーズがあ

ります。この『路』という言葉に私も共感する部分があ
りまして、道路の『道』は固く、精神的構造の色合いが
強いのですが、路地の『路』を使われています。先生の
言葉によると、「魚屋のおじさんや悪ガキが歩き回って
いるような、非常に温かく、自然な感じを受ける」とあ
ります。
平松　都市、都会にたくさんの文明、文化、人などが
集まり、長い年月の中で変遷、変化します。しかし、
それが進歩しているのか、後退しているのかわからな
いときがあります。一つの集落あるいは小さな町、そ
の中で培われる人と人の触れ合いというのは、永遠の
ものだと思います。その永遠性を突き詰めれば、精神
的な大国、大都市になっていく。形だけを求めた大き
なまちづくりっていうのは、必ずどこかで破たんする
のが、今までの歴史だと思うんですね。ですから、触
れ合いっていうのはものすごい大きな財産を築いてい
く、一つの材料なわけです。今ではなくなったかもし
れませんが、裏口から「おばさん、ちょっと味噌貸し
て」とか、「おしょうゆちょうだい」とか、そういう触れ
合いが、一番大きな理想への近道なのかなと。暮らし
の中で培われる愛情あふれる町っていうのは、一番す
ぐれた町のような気がするんです。それに近いもの
を、この町で見つけた感じがするのです。
町長　それはうれしい限りです。今の時代、あまりに
も便利になり過ぎて、人の触れ合いが希薄になってい
ます。だからこそ、先生のお話にもありました『温か
さ』が非常に大事なわけです。話は変わりますが、若い

頃に
ばんしょうじ
万松寺という名古屋のお寺に居候していたそうで

すが…。
平松　画家を目指すと言うとかっこよく聞こえます
が、現実生活は絵の具を買うのに必死で、若い頃から
絵の具代に事欠いて、先輩にずいぶん援助していただ
いたこともありました。煙突の“すす”に“にかわ”を混
ぜて黒色を作ったり、たくさん絵の具を買えないの
で、河原に行って、バケツで砂をくんできて、ふるい
で細かい砂だけ選んで、それに、安いポスターカラー
や看板屋の絵の具を混ぜて、巨大な画面を描いたりし
ていました。絵を描く場所もなく、それを見かねた和
尚さんが、うちの裏の倉庫が空いているからそこを使
えと言ってくれて、32・33歳から40歳ぐらいまで居候
をしていました。その代わり、和尚さんから「おい、
君」って言われると、「はい」としか答えがありませんで
した。「いいえ」とか「私は違います。」とはとても言えま
せんでした。でも、その「はい」だけがどれほど今の自分
に役立っているか。本当にいろんな意味で自分の人間形成
の上で役に立っています。
町長　安井曾太郎や竹内栖鳳、こういった方々は旅館
に絵を描くための場所を確保していただいて、簡単に
言えば旅館の応援があって絵を残されていくという歴
史が湯河原にもあるようで、それがきっかけで町立湯
河原美術館で作品をお預かりをしているという経緯が
あります。有名な画家になるにあたっては、皆さんこ
うした応援や苦労があるものなのですね。とても良い
話を聞けました。
平松　本当にありのままのことですから。そういうこ
とを私に先々まで気付かせるために言ってくださった
先輩、師匠、それから周囲の目上の人たちに本当に感
謝しています。

　　日本画独特の道具と技法

武藤　今日は目の前に先生が普段お使いになっている
道具をお持ちいただきました。七つ道具のようなもの
になるのでしょうか。
平松　僕の世代と同じくらいか、あるいはもう少し若
い世代だと、学校教育ではおそらく、西洋的な絵画や
彫刻、版画が中心で、日本的なものの教育は非常に薄
かったと思います。私も実は、高校に日本画科がある
なんて知らなかったんです。あらためて美術教師に教
えられて、それで転校し直したんですが、一番大きな
違いは、その道具なのです。油絵は固い筆で、絵の具
を混ぜてキャンバスに塗っていく。ところが日本画
は、お習字のような柔らかい筆で、“にかわ”なんかを
使いながら柔らかく描いていく。自分には日本画の方
が向いていると思ったのです。これはよく使っている
れんぴつ
連筆という、お習字の筆が横にいくつか並んでいる筆
です。これも不思議と３、５、７と奇数で、広い面も
ゆったりときれいに伸びていくように、グラデーショ
ンがちゃんとできるように斜めに切り込んであるのです。

武藤　その辺が平たいハケとは違うのですね。
平松　それと日本画の絵の具ですが、これは天然の岩
から取り出した鉱石を粉末にしたものです。今日少し
だけサンプルをお持ちしましたが、約2,000色あります。
武藤　2,000色もあると使い分けが大変ですね。
平松　たいていは自分の得意の色がありますので、好
きな色、私の場合は、青と赤と緑が基準で、常に使っ
ているのは、400～500色ぐらいでしょうか。
町長　自然のものだとおっしゃいましたが、これは自
然が作った色と、そう理解して良いですか。
平松　鉱石を砕いて、細かくしたものですが、ただ、
世界中で鉱石が大変減っています。ですから、今はプ
ラスチックやガラスを使って、新しい絵の具を作って
いる場合もあります。
町長　自然のものは少しずつ無くなり、人工のものに
シフトしている。でもやはり、自然の色がナンバーワ
ンということですよね。
平松　この白色は、

  か   き
牡蠣がらを砕いたものです。た

だ、白でも少し濁りがありますので、もっと純白な色
を出したいときは、ハマグリを使うのです。こういう
自然の材料を日本画は利用しますので、混ぜないで、
単色をうまく生かすことを工夫するっていうのが、日
本画家の希望であるわけですね。
武藤　この粉状のものを溶かして使われるということ
ですが、朝一番に平松先生が日課としてすることがあ
ると伺いましたが。
平松　朝起きるとまず、この“にかわ”を鍋に入れて煮
込みます。すると液状になるわけですが、牛の皮など
からできていますので、ごみが入っているのです。空
中からもごみが入りますし、それを細かい布などで

こ
濾

して、透明に近い形にするのです。早朝の私のお勤め
は“にかわ”炊きなんです。
町長　日本料理などで、丁寧に料理を作るときという
のは、まさしく同じような手間暇をかけると言うか、
それと非常に似たような感じがありますね。
平松　同じですね。世界中で日本食ブームが起こり、
パリなんかでは、日本の食材が重宝されています。マ
スコミが第２次ジャポニズムブームが到来などと言っ

ているわけですが、食も芸術も生活もスタイルも日本
に習えという、生活の中で日本に対する関心が高く
なっているということを実感しました。
町長　逆に日本人が日本のしくみや歴史だとか、便利
になったがゆえにわからなくなっている部分もありま
すね。
平松　町長にお話するのは少し恥ずかしいですが、「都
会化を目指すよりローカル化を目指せ」。これはひょっ
としたら、今の世界の潮流とは逆に、近代化に向かう
一つの方向性なのかもしれないと思います。

　　平松礼二と湯河原

武藤　２階の平松礼二館にやってきました。絵がたく
さんあって華やかですね。
町長　湯河原梅林の絵ですね。来月には梅の宴が始ま
りますが、先生に描いていただいた絵を見ると、本当
に
あで
艶やかで華やかで、ウキウキしますね。
平松　桜も大好きですが、梅には香りがあります。桜
の香りは薄いですが、梅の香りには、何か誘われる、
心を奪われるものがあります。写生しているときは、
その香りが自分たちの気持ちを高ぶらせてくれます。
湯河原のこの季節、これから一年が始まるぞという、
梅の香りに誘われて制作した作品です。
町長　幕山の裾野には、梅が約4,000本ほど植わって
います。今から30～40年ほど前、鍛冶屋地区の畑には
梅がたくさんありましたが、宅地化が進むにあたり、
現在の場所に移植したのが梅林の始まりです。今では
おかげさまで、多くの方々に来ていただけるようにな
りましたが、スタートは当時の農家の方々の、次の時
代に湯河原らしさを残そうというメッセージですね。
それが先生の絵にもなったということに、歴史を感じ
ます。
武藤　反対側には大観山の絵もあります。これは富士
山が描かれています。湯河原からも富士山が見えるの
ですね。
町長　横山大観がこの場所から見る富士山を一番気に
入っていたことから、大観山という名前が付いたと言
われています。先生の絵や、よく写真に芦ノ湖と富士
山が写っているものがありますが、あれは湯河原側か

らの景色なのです。
平松　この町は、

かちょうふうげつ
花鳥風月、

さんせんそうもく
山川草木、日本の古来か

ら日本人の心の中に美しいと思われるような姿をみん
な持っている場所です。だからスケッチするのが本当
に楽しくて、そのときの感じを素直に表せるようなこ
とがあります。
町長　こちらに『文藝春秋』の表紙絵が飾られていま
す。長い間、精力的に取り組まれたと聞いています。
武藤　湯河原の絵も表紙になっていますね。
平松　安井曾太郎さんのアトリエの前から、

しの
偲んで描

いたものです。フランスには、クロード・モネ、セザ
ンヌ、ルノワール、シニャックという、今でいう大巨
匠たちが集まった500人くらいの村があり、彼らはそ
こで食事やお酒を飲みながら、絵を描き、歴史を語り
継いでいったそうです。湯河原にも同じように、竹内
栖鳳先生や安井曾太郎先生、そして、平松礼二が、努
力目標ではありますが、もっとたくさんの絵を描い
て、残していきたい思っています。
町長　うれしい話ですね。湯河原の歴史を先生の心で
積み上げていただけて、ありがたい話です。

　　今年の抱負

武藤　平松礼二先生をお招きして新春対談をお送りし
てきましたが、これから湯河原とどのように関わって
いきたいと思っていらっしゃっていますか。
平松　昨年に続いて、町民大学の講師のお話をいただ
いていますし、また昨年とは違うお話ができればと
思っています。また、私もほぼ湯河原町民だと思って
いますので、この町がフランス・ジヴェルニーのク
ロード・モネの住んでいた村のように、芸術性の高
い、知的文化の高い、そして人が集まってくるような
町になるように、微力ながらもお手伝いできたらうれ
しいというのが、今年の目標ですかね。
町長　非常に光栄なことです。先生はきっと今年も、
世界を舞台に活躍されることでしょうし、これからも
活躍し続けることと思います。その中で、湯河原にも
一つ、拠点があるという、こんな関係を続けていただ
けることが、町民にとっても大変ありがたいことです
ので、今年もお体にはお気を付けて、ぜひがんばって
ください。

特集　世界に誇る日本画を湯河原から

平松礼二「梅の宴」

平松礼二「湯河原」
（文藝春秋2006.8月号）
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おめでとうございます
平成25年度湯河原町表彰の受賞者が決まりました ■問秘書広報室　内線246
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発
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に
、
そ
し
て

瞬
時
に
、
必
要
な
生
活
情
報
や
、

町
の
財
政
事
情
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

公
的
年
金
制
度
は
、現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
、受
給
者
の
年

金
を
負
担
す
る
と
い
う「
世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
」が
基
本
で
す
。

　
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）の

三
つ
の
メ
リ
ッ
ト

　
①
老
齢
基
礎
年
金（
老
後
を
支
え

ま
す
。）

②
障
害
基
礎
年
金（
病
気
や
け
が

で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
え
ま
す
。）

③
遺
族
基
礎
年
金（
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
子
の
あ
る
配

偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
。）

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　 

収
入
な
ど
が
な
く
、
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、「
学

生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の

み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（
30
歳
未
満
）な
ど
の
保
険
料
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
◆
学
生
納
付
特
例
制
度

 

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

 
対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
学
生
で
す
。

　
◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　 

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ

た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

 

し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
可

能
と
な
っ
た
と
き
に
、「
追
納
制

度
」を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
受
け

取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

読むための手順と画面イメージ

実際に本をめくるような感覚
スマートホンで『広報ゆがわら』を読みませんか　 ■問秘書広報室　内線247

Yugawara
町政ニュース

広報ゆがわら電子書籍化

毎

世代と世代の支え合い
20歳になったら国民年金 ■問小田原年金事務所　☎22-1391

住民課　内線326　　　　　　 

Yugawara
町政ニュース

国民年金

国

iOS用
QRコード

Android用
QRコード

①無料の電子書籍閲覧アプリ『SideBooks』を
　インストール

　 ▼ iPhone・iPadなど（iOS）の場合
　　AppStoreで『SideBooks』を検索して
　　インストール

　 ▼Androidの場合
　　Google Playで『SideBooks』を検索して
　　インストール

　

　

②画面上部の「本棚」にタッチ
③「StandRack」で最新号を閲覧できます。
※「ライブラリ」の「CCCC」でバックナンバーも
閲覧できます。

Town Administration News
町政ニュース



10 Yugawara town

ゆがわらフォトニュース
Yugawara  Photo  News

歴史の香り漂う湯河原を歩く
　12月７日㈯、　まどかさんと歩く湯河原吟行会
と、第13回湯河原文学賞俳句の部の表彰式が開催
されました。
　　さんと一緒に万葉公園周辺を散策できる吟行会
には、全国各地から参加者が訪れ、晴天の中、

ちり もみじ
散紅葉

が残る初冬の湯河原を楽しんでいました。
　俳句という共通の趣味を通して、初対面の参加者
同士の中にも和やかな空気が流れ、中には「湯河原
が私の第二の故郷になりました。」と話す人もいま

初冬の湯河原を散策する　さんと参加者の皆さん

第13回湯河原文学賞俳句の部表彰式・吟行会

した。散策後は参加者全員の投句の中から　さんに
よって入選作品が選ばれ、講評とともに表彰されま
した。最優秀賞は茅ヶ崎市からお越しの

つの だ とも こ
角田智子さ

んの句『
ゆけむり
湯煙を  たっぷりと

は
吐き  

やまねむ
山眠る』でした。

　吟行会の後の第13回湯河原文学賞俳句の部の表
彰式では、16人の受賞者が表彰されました。最優
秀賞に輝いた

くにたけひろゆき
国武浩之さんの句『

うめ
梅が

か
香に ためらい

ながら 
ゆう ひ   お
夕日落つ』は、湯河原梅林の美しさを余韻深

く詠んだ句として、　さんからも高い評価を受けま
した。
　受賞者の皆さん、おめでとうございました。

湯河原文学賞最優秀賞の国武さん（　さんと記念写真）

新しい消防ポンプ自動車を配備
　11月29日㈮に、消防ポンプ自動車（ゆがわら２号
車）が更新され、消防署本署に配備されました。
　この車両には、ポンプ機能のほか700リットルの
水が積載され、周囲に消防水利がなくてもいち早く
初期消火ができるほか、従来の車両よりも小型化さ
れ、四輪駆動仕様となっており、狭い道路や傾斜が
多いなどの本町の事情にも対応しています。また、
AEDや救助資機材も搭載され、消火活動とあわせ
て迅速な救急支援活動も可能となっています。

新しいゆがわら２号車

消火・救急支援活動の強い味方

フットサルのさらなる普及を
　西湘地区でのフットサルのさらなる普及を目的
に、湘南ベルマーレフットサルクラブの後援会組織
である『小田原フットサルアカデミー』から湯河原小
学校へ、12月５日㈭、オリジナルフットサルボー
ルとチームフラッグが寄贈されました。
　寄贈式には選手２名も駆けつけ、児童の前でス
ローイングなどのプロの技も披露。ボールを受け
取った児童たちは、「早く休み時間に使って遊びた
い。」と、とても喜んでいました。

湘南ベルマーレフットサルクラブからボール寄贈

オリジナルボールの寄贈を受ける児童たち

まゆずみ



★粗大ごみ（原則 50㎝以上２m未満のごみ）を出す場合
は、事前に環境課へ電話で申し込み、「粗大ごみ収集処
理券」をお買い求めください。（美化センターへ直接持
ち込む場合は無料です。）

◆収集日 １ 月 15 日㈬  → 申込期限 １ 月 10 日㈮
 1 月 29 日㈬  → 申込期限 1 月 24 日㈮
 2 月 12 日㈬  → 申込期限 2 月 7 日㈮
 2 月 26 日㈬  → 申込期限 2 月 21 日㈮
◆収集方法　戸別収集（券を貼って外に出しておいてください。）
◆問い合わせ
　◎ごみの収集　環境課☎63-2111（内線 551～553）
　◎ごみの処理　美化センター☎63-3472
   

▲

平日　8:30～11:30/13:00～16:30
　

▲

土・祝日　8:30～11:30（日曜日は休業）

（広告）

ごみは、当日、朝8時30分（一部地域は8時）までに出してね。 

　 　 休 休 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 可燃

 　  　 　 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 可燃

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

新聞・雑かみカ ン

カ ン

び ん

び ん

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

新聞・雑かみ

不燃

不燃

カ ン

カ ン

び ん

び ん

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

明治・森永・グリコ乳業特約店

健康は続けることから。だから 宅配でお届けします！

１日分の
カルシウムと鉄分

リスクと戦う
乳酸菌

強さひきだす
乳酸菌

（乳飲料/180ml）（はっ酵乳/100ml）

熱 海 市 水 口 町 1 1 - 3 8
TEL 0557-81-2120  FAX 0557-81-7291

富士牛乳株式会社

（はっ酵乳/85g） （はっ酵乳/100ml）



★粗大ごみ（原則 50㎝以上２m未満のごみ）を出す場合は、
事前に環境課へ電話で申し込み、「粗大ごみ収集処理券」を
お買い求めください。（美化センターへ直接持ち込む場合
は無料です。）

◆収集日 ３ 月 12 日㈬  → 申込期限 ３ 月 ７ 日㈮
 ３ 月 26 日㈬  → 申込期限 ３ 月 24 日㈪
 ４ 月 ９ 日㈬  → 申込期限 ４ 月 ４ 日㈮
 ４ 月 23 日㈬  → 申込期限 ４ 月 18 日㈮
◆収集方法　戸別収集（券を貼って外に出しておいてください。）
◆問い合わせ
　◎ごみの収集　環境課☎63-2111（内線 551～553）
　◎ごみの処理　美化センター☎63-3472
   

▲

平日　8:30～11:30/13:00～16:30
　

▲

土・祝日　8:30～11:30（日曜日は休業）

ごみは、当日、朝8時30分（一部地域は8時）までに出してね。 

　 　 　  休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

   可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

新聞・雑かみ

不燃

カ ン

カ ン

び ん

び ん

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

ダ ン ボ ー ル
紙 パ ッ ク
ペ ッ ト ボ ト ル

新聞・雑かみ

不燃カ ン

カ ン

カ ン

び ん

び ん

その資源、混ぜないで！
　カンやびん、ダンボー
ルやペットボトル、新聞
などの資源ごみは、再利
用するために収集日を分
けています。
〇可燃ごみや不燃ごみな
ど、他種のごみと混ぜ
ずに出してください。

〇収集日には、種類別に分別して出してください。
■問環境課　内線551～553

日 月 火 水 木 金 土

  １

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23/30 24/31 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
今
年
の
目
標
と
し
て「
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
み
よ
う
か
な
？
」と
思

う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
手
軽
に
で
き
る
食
生
活
の
改
善

方
法
と
し
て
、『
野
菜
』を
た
く
さ
ん
食
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
一
年
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
毎

食
1
〜
2
皿
の
野
菜
料
理（
一
日
の
目
標

3
5
0
g
）を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

野
菜
を
食
べ
る
と
な
ぜ
体
に
良
い
の
か

　
野
菜
に
は
、
カ
ロ
テ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る

緑
黄
色
野
菜
と
、
そ
れ
以
外
の
淡
色
野
菜
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
成

分
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
多

く
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
食
べ
る
こ
と
で
、
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
が
ん
を
は
じ

め
と
す
る
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー　
内
線
3
6
2

（会場：保健センター）
９日㈭ かるがも育児教室
 ９:30～11:00
 乳幼児と保護者
10日㈮ ３歳６か月児健康診査
 13:00～13:15
 平成22年６月生
17日㈮ １歳６か月児健康診査
 13:30～14:00
 平成24年６月生
20日㈪ ２歳児歯科検診
 13:30～14:00
 平成23年12月～平成24年１月生
27日㈪ １歳児歯科教室
 9:20～9:30
 平成24年11月～12月生
28日㈫ ４か月児健康診査
 13:00～13:15
 平成25年９月生

あなたは大丈夫？
転倒予防教室で
健康で活動的に

　寝たきりになる原因の11％は、転
倒であると言われています。この時
期は寒く、外出も面倒になり、ます
ます足腰が弱くなってしまいます
ね。この機会に転倒予防について考
えてみましょう。

●会場　保健センター
●対象　三日間受講できる65歳以上
の人

●定員　30人（先着順）
●参加料　無料
●持ち物　 ▽①～③共通＝筆記用具

▽①・②＝運動ができる服装と靴（長
いストッキングは不可） ▽③＝エプロ
ンと三角巾（バンダナ可）

●申し込み　１月７日㈫から介護課へ
■問介護課　内線344

＊一食に食べる野菜量（例）
（両手いっぱいが目安です）

日　時 テーマ

毎
食
に
食
べ
る
野
菜
は
ど
の
く
ら
い
？

　

一
日
３
５
０
ｇ（
一
食
１
１
０
〜
１
２
０

ｇ
）が
目
安
で
す
。

緑黄色野菜の仲間

野菜不足度チェック!!　あなたはいくつ当てはまる？

ホウレンソウ、ニン
ジン、ピーマン、ニ
ラ、カボチャ、トマト
　　　　　　　など

淡色野菜の仲間
キャベツ、ハクサイ、
ダイコン、カブ、ナ
ス、キュウリ、ゴボウ
　　　　　　　など

□温野菜や新鮮な生野菜を食べることが少ない
□外食が多い　　　　　　　□肉中心のメニューが多い
□朝食を食べていない　　　□便秘がちである
□一品料理が多い　　　　　□間食が多く、おかずを残しがちだ

▼チェックが３～６個：野菜不足です。ゆでたり、炒めたりするとかさ
　　　　　　　　　　　が減り、たくさん食べることができます。

▼チェックが１～２個の人：ほぼ合格です。

▼チェックが０個の人：合格です。
※ほぼ合格の人、合格の人も油断は禁物。食事を楽しみながら、野
菜を毎日食べましょう。

骨密度を知って、体
を動かそう
足型を測って、足の
手入れも学ぼう
ランチをしながら、
食生活を振り返ろう

２月３日㈪
13:30～15:30
２月10日㈪
13:30～15:30
２月19日㈬
9:30～12:00

①

②

③

Health Navigation
健康・保健ガイド

あお  き       ゆう こ

青木　裕子栄養士の 1月　保健行事カレンダー

‼
カラダに効くワンポイントアドバイス

今年も一年、“野菜”で健康に



■日２月10日㈪
　9:30～12:00（受け付け11:00まで）
　13:00～16:00（受け付け15:00まで）
■場役場第２庁舎３階会議室
■対小規模納税者の所得税と消費税、
年金受給者や給与所得者の所得税
の申告、個人事業税、住民税の申
告（土地、建物および株式などの
譲渡所得がある場合を除く。）

※所得金額が高額な場合、住宅借入
金等特別控除を初めて受けられる
場合、相談内容が複雑な場合およ
び税理士に依頼されている場合は
ご遠慮ください。

※申し込みは不要です。直接会場へ
お越しください。（午前中は混雑が
予想されます。）

■日１月19日㈰　10:30～12:00
■場青色会館５階大ホール（小田原駅東
　口から徒歩約10分）
■定60人（先着順）
■申電話で小田原青色申告会事業課へ

■期２月17日㈪～３月17日㈪

▼ 還付申告は、２月17日㈪以前でも
申告書を提出することができます。

▼ 年末調整で扶養控除などを受けて
いる人で、家族にアルバイト収入
や保険の満期返戻金などがある場
合は、その収入金額などを再度ご
確認ください。年末調整に誤りが
ある場合は、確定申告をする必要
があります。

※確定申告には便利なe-Taxをご利
用ください。

■ Ｈhttp://www.nta.go.jp/（国税庁）

　子育ての悩みや不安を分かち合いな
がら、自分らしい子育てを見つけるた
めのワークショップです。
■日２月６日㈭・17日㈪
　10:30～11:30
■場地域福祉センター６階大会議室
■対就学前のお子さんを持つ保護者
■定20人（先着順）
■申電話または直接ファミリーサポー
トセンターへ

※保育希望者はあわせてお申し込み
ください。（先着20人）

　平成25年分の法定調書と給与支払
報告書の提出期限は１月31日㈮です。
　なお、「給与所得の源泉徴収票等の
法定調書合計表」の提出には、OCR
用紙をご利用ください。
※給与支払報告書の提出先は、受給
者が１月１日現在居住している市
町村です。

※給与支払報告書の提出には、eLTA
　X（エルタックス）をご利用ください。
■ Ｈhttp://www.eltax.jp/

  募集農園　
ごう  ど
神戸農園　　　（１区画）

　　　　　
てんぽうやま
天保山農園　　（３区画）

　　　　　
まえくり  ば
前栗場農園　　（１区画）

■費年間9,000円（１区画30㎡）
■対現在ふれあい農園を利用していな
い人で、次のいずれかに該当する
人（多数抽選）

①町内に住所（住民登録）がある人
②町内に畑以外の固定資産を所有し
　ている人
■申１月10日㈮までに電話または直接
　農林水産課へ

information
情報ひろば

ふれあい農園利用者募集

■日日時 ■期期間 ■場場所 ■内内容 ■対対象 ■定定員 ■費費用 ■持持ち物
■講講師 ■申申し込み ■ＥＥメール ■Ｈホームページ ■主主催 ■問問い合わせ
※■対がないものはどなたでも　■費がないものは無料

■問小田原税務署　☎35-4511
■問小田原税務署　☎35-4511
　 税務課　内線262

■問小田原税務署　☎35-4511

■問消防本部総務課　☎60-0178

確定申告は
自分で作成してお早めに

■問ファミリーサポートセンター  ☎64-0990

子育てがラクになる
ワークショップ　参加者募集

事業所・企業の皆さんへ
法定調書・給与支払報告書の
提出はお済みですか

所得税・事業税・住民税の申告相談
税理士による無料申告相談

■問小田原青色申告会事業課  ☎24-2614

税金セミナー
「住宅取得と税金還付」

　今年一年の安全祈願と消防活動におけ
る士気高揚を図るため、新春恒例の『消防
出初式』を開催します。
■日１月13日㈪　10:00～
■場町民体育館、教育センター前グラウンド
■内第１部　式典　消防功労者の表彰など
　第２部　演技等　湯河原中学校吹奏楽部による演奏、保
　　　　　　　　育園・幼稚園児による幼年消防クラブの演
　　　　　　　　技、横浜市消防音楽隊のドリル演技など
※雨天時は式典および体育館内での演技のみとなります。

■問農林水産課　内線735
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　介護認定を受けていない65歳以上
の人（平成25年12月１日現在）を対象
に、「生活元気度チェック表（基本
チェックリスト）」を送付します。
　このチェック表は、心身の機能に
衰えがないかをチェックして、今の
自分にどのような「介護予防」が必要
かを知るためのものです。
　チェック表が届いたら、必要事項
を記入の上、同封の返信用封筒で返
信してください。
■対お住まいの住所が中央、鍛冶屋、
吉浜または福浦で、介護認定を受
けていない65歳以上の人

※町内全域を隔年で実施するため、
お住まいの住所が宮上、宮下、土
肥、城堀または門川の人には、来
年度送付予定です。

発送時期　１月中旬
返信期限　２月28日㈮

◆自衛官候補生（男子）採用試験（追加）
■対18歳以上27歳未満の男子
■申１月31日㈮まで
試験日　２月８日㈯
合格発表　２月下旬～３月上旬
入隊　３月下旬
◆予備自衛官補採用試験
■対 ▽一般＝18歳以上34歳未満 ▽技能
＝国家免許資格等を有する18歳以
上（資格により53歳未満から55歳
未満の者）

■申４月２日㈬まで
試験日　４月11日㈮から13日㈰まで
のうち１日を予定

■日１月22日㈬　9:30～
■場教育センター２階204会議室
※傍聴希望者は、前日の午前中まで
　に学校教育課へご連絡ください。

　箱根ジオパークマスコットキャラク
ターのデザインが、兵庫県在住の有村
綾さんの作品に決定しました。
　そこで、今度はこのキャラクターの
愛称を募集します。箱根ジオパークの
PRにふさわしい、世代を問わず広く
愛される愛称をお寄せください。
応募方法　所定の応募用紙に記入し、
郵送またはEメールで小田原市企画
政策課へ

応募資格　湯河原町、箱根町、真鶴
町、小田原市に在住または在学の
小学生以下のお子さん

応募期間　２月６日㈭まで（当日消印
有効）

賞　図書カード１万円分（受賞愛称が
複数応募の場合は抽選）

応募先　〒250-8555　小田原市企画
政策課 箱根ジオパークマスコット
キャラクター募集係
■ Ｅ hakonegeo-mascot＠city.odaw
　 ara.kanagawa.jp
※詳しくは、箱根ジオパーク推進協議
会のホームページ（http://www.ha

　kone-geopark.jp/）をご覧ください。

　町では、非常勤職員の登録を随時受
け付けています。この登録制度は、雇
用する必要が生じた場合に、登録して
いる人の中から条件に合う人を選考
し、任用するものです。
■対18歳以上65歳以下（高校生を除く）
登録期間　登録日から平成26年３月
31日まで

※平成26年度の登録は３月開始
職種　一般事務員、日直、電話交換
員、栄養士、保健師、看護師、保
育士、調理員など

■申町ホームページまたは庶務課にあ
る登録申込書に必要事項を記入
し、庶務課へ持参または郵送（資格
が必要な職種を希望の場合は、資
格証明書の写しも提出）

勤務内容　介護支援専門員（介護予防
プランの作成）

募集人数　１人
■対60歳以下
雇用期間　平成26年２月３日～平成
26年３月31日（更新あり）

勤務場所　役場介護課（地域包括支援
センター）

勤務時間　週29時間以内（１日６時間
程度）※役場閉庁日は勤務なし

賃金　時給1,200円（交通費別途支給）
選考　面接（日時は別途連絡）
■申１月６日㈪から20日㈪までに、役
場所定の申込書または市販の履歴
書（写真つき）と介護支援専門員
登録証明書の写しを介護課へ持参

　湯河原町社会福祉協議会は、１月６
日㈪から、中央四丁目（旧さがみ信用
金庫かじや支店）に移転します。
新住所　中央四丁目12番地５
電話番号　62-3700（変更ありません）

　平成26年度の固定資産税の算出の
基礎となる償却資産の申告書の提出期
限は、１月31日㈮です。事業用資産
がある人は必ず申告してください。
※申告には便利なeLTAX（エルタック
　ス）をご利用ください。
■ Ｈhttp://www.eltax.jp/

■問小田原市企画政策課　☎33-1379
■問庶務課　内線283

■問介護課　内線343

マスコットキャラクターの
愛称を募集します

町非常勤職員の登録について

■問介護課　内線343
非常勤職員を募集します

■問福祉課　内線314

湯河原町社会福祉協議会が
移転します

元気なうちから介護予防
『生活元気度チェック表』調査

■問自衛隊小田原地域事務所 ☎24-3080
自衛官採用試験のお知らせ

■問学校教育課　☎62-1100

教育委員会
定例会のお知らせ

■問税務課　内線266
償却資産の申告について

ありむら

あや
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　日本気象予報士会の
しま だ よし こ
島田賀子さんを

講師に迎え、昨今の集中豪雨などの異
常気象や気象全般についての講演会を
開催します。
■日２月２日㈰　14:00～
■場役場第２庁舎３階会議室
■定150人
※申し込みは不要です。直接会場へ
　お越しください。

▼講師紹介

　子どもからお年寄りまで、誰もが気
軽に楽しめるニュースポーツです。
■日１月21日㈫　19:00～21:00
■場町民体育館
■対小学５年生以上（ただし、小学生は保
護者同伴）

■持体育館シューズ（靴底が黒いものは
不可）、タオル、飲み物

■講湯河原町スポーツ推進委員

　平成26年４月から小学１年、中学
１年になるお子さんのいるご家庭へ、
１月下旬までに、入学通知書をお送り
します。
　なお、小中学校への入学について、
心配ごとや不明な点がありましたら、
学校教育課へご相談ください。
※現在就学中のお子さんについての
相談も随時受け付けています。

 障害者手帳を持っている人（判定を受けた人を含む）がいる世帯で、次に当ては
まる世帯は、NHK放送受信料の減免が受けられます。
 また、世帯の状況や市町村民税額が変更になり、新たに該当になった場合や半
額免除から全額免除になった場合にも申請が必要です。

支給額　 ▽学資月額＝9,900円 ▽入学
調達金（新１年生のみ）＝年額20,000 
円▽交通費＝実費の範囲内で教育
委員会の定める額

■対町内在住で、高等学校に在学中ま
たは平成26年４月から高等学校に
通学する優良（学業、健康など）な
生徒で、経済的に修学困難な人

■定若干名
■申奨学生願書に平成25年分の源泉徴
収票の写しまたは収入の証明にな
る書類（家族全員分）を添付して、
高等学校在学生は２月19日㈬、平成
26年４月入学生は３月５日㈬まで
に在学中の学校へ提出

　温室効果ガス排出量の削減と、光熱
費の効果的な削減を目的に、町内全域
3,163灯の防犯灯をLED化しました。
　これまで、防犯灯の維持管理は各区
が行ってきましたが、今後は町で一括
管理をしていきます。
　防犯灯の故障（球切れや破損など）の
際には、役場地域政策課までご連絡く
ださい。

　ことばや発達の遅れが心配、お友だ
ちと上手に遊べないなどで悩んでいる
お母さんやお父さん、お子さんと一緒
に参加してみませんか。
■日１月15・22日㈬  10:00～11:30
　１月29日㈬  　　 10:00～13:00
■場地域福祉センター６階和室

■申印鑑と障害者手帳を持参して福祉課へ

　職業に必要な知識、技術・技能を習
得して、職業に就こうという意思がある
人を募集します。
技術校 東部総合職業技術校（横浜市）
　　　 西部総合職業技術校（秦野市）
募集期間　１月６日㈪～２月３日㈪
選考日　２月16日㈰
※募集コースや申込方法など詳しく
は、県内ハローワークで配布する
募集案内をご覧ください。

information
情報ひろば

■日日時 ■期期間 ■場場所 ■内内容 ■対対象 ■定定員 ■費費用 ■持持ち物
■講講師 ■申申し込み ■ＥＥメール ■Ｈホームページ ■主主催 ■問問い合わせ
※■対がないものはどなたでも　■費がないものは無料

■問地域政策課　内線234
■問福祉課　内線312
　 NHKかながわ西営業センター　☎046-235-7000

平成25年度防災講演会
局地的大雨から身を守る

■問社会教育課　☎62-1125
ファミリーバドミントン教室

■問学校教育課　☎62-1100
入学についてのご案内

NHK放送受信料の減免について

■問学校教育課　☎62-1100 ■問地域政策課　内線234・235

湯河原町育英奨学金
奨学生を募集

防犯灯の管理方法が
変わります

■問福祉課　内線312
「あゆみの会」参加者歓迎

 一般社団法人日本気
象予報士会神奈川支
部副支部長・日本気象
予報士会 サニーエン
ジェルス所属。主な活
動として、ママ向けお
天気教室「さいえんす
ママカフェ」を開催して
いる。島田賀子さん

世帯全員が町民税非課税

     ▼視覚障がい者

     ▼聴覚障がい者

     ▼その他の手帳の等級が重度（１・２級）の人

     ▼手帳の等級が重度（A１・２級）の人

     ▼手帳の等級が重度（１級）の人

身体・知的・
精神障がい者

身体障がい者

知的障がい者
精神障がい者

全額免除

半額免除

手
帳
を
持
つ
人
が

世
帯
主
で
契
約
者

■問神奈川県産業人材課  ☎045-210-5715

県立職業技術校
４月生後期の募集
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◎心配ごと行政相談
■日１月10日㈮　13:00～16:00
■場宮下会館
■日１月20日㈪　13:00～16:00
■場文化福祉会館
◎青少年相談
■日平日9:00～12:00/13:00～16:30
■場青少年相談室(教育センター２階)
※上記時間以外は『親と子のテレホ
ン相談☎63-6300』へ

◎教育相談
■日平日9:00～12:00/13:00～17:00
■場学校教育課（教育センター１階）
◎町長相談（予約制）
■場役場会議室
■申秘書広報室（内線203）
◎育児相談
■日１月21日㈫　9:30～11:30
■場保健センター
◎児童相談（予約制)
■場福祉課会議室
■申福祉課（内線316）
※虐待の疑いがある場合は、どな
たでもご連絡ください。

◎住民健康相談・栄養相談
■日１月８日㈬・23日㈭　 9:30～11:30
■場保健センター

◎外国籍住民相談（予約制）
 対象言語　英語・韓国語・タガログ語
■申地域政策課（内線232）
◎法律相談（予約制）
■日１月８日㈬　10:00～12:00
　１月22日㈬　13:00～16:00
■場商工会館
■申商工会（☎63-0111）
◎融資相談（事業融資）
■日１月14・21㈫  10:00～16:00
■場商工会館
◎税務相談（予約制）
■日１月22日㈬　13:00～16:00
■場商工会館
■申商工会（☎63-0111）
◎補装具巡回更生相談（予約制）
≪肢体不自由≫
■日１月20日㈪　13:00～14:00
■場小田原市保健センター
■申福祉課（内線311）
◎出張福祉相談会
≪湯河原会場≫
■日１月６・20日㈪　10:00～12:00
■場地域福祉センター３階会議室
≪真鶴会場≫
■日１月７・21日㈫　10:00～12:00
■場町民センター１階機能回復訓練室

（平成25年12月１日現在）
●人口　26,035人　前月比－59人
　男性　11,996人
　女性　14,039人
　　　　　転入 61人／転出84人
　　　　　出生   9人／死亡45人
●世帯　11,089世帯　前月比－23世帯
※神奈川県人口統計調査による

（平成25年11月分）
●気温　最高 21.9℃（６日）
　　　　最低   5.0℃（30日）
　　　　平均 13.4℃
●降雨日数 ７日　●総雨量 76.5mm

～１月31日㈮が納期限です～
●町県民税（第４期）
●国民健康保険料・介護保険料（第８期）
●後期高齢者医療保険料（第７期）
●水道料金・下水道使用料（１月分）

１日㈬ 湯河原胃腸病院 ☎62-7181
２日㈭ 中川整形外科医院 ☎63-5620
３日㈮ 川﨑内科医院 ☎63-3605
５日㈰ 川越内科クリニック ☎60-3830
12日㈰ 後藤耳鼻咽喉科クリニック ☎62-8777
13日㈪　YKいわさきクリニック ☎60-0788
19日㈰　五十子内科医院 ☎62-3475
26日㈰　山口外科医院 ☎62-7131

※当番医は、医師の都合により変更にな
る場合があります。

※最新の当番医の情報は、「ゆがわらメー
ルマガジン」または「テレビ神奈川（tvk・３
ch）データ放送」でご確認いただけます。

（広告）

Population 湯河原町の人口

Weather 気象ゆがわら

Tax 今月の納期限

Hospital 今月の休日当番医

ConsultationConsultation

相談ひろば
日時の記載のない相談は随時受け付けています。
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ゆがわらメールマガジン
★パソコンからの登録URL
http://www.town.yugawara.kanaga
wa.jp/merumaga/p-merumaga.html
★携帯電話からの登録URL
http://www.town.yugaw
ara.kanagawa.jp/merum
aga/m-merumaga.html■問県子ども教育支援課　☎045-210-8292

教育委員会とフ
リースクールなどによる

不登校相談会
■日２月１日㈯　13:00～16:30
    （受け付け12:30～16:00）
■場大和市生涯学習センター（大和
市深見西１-３-17／小田急線、
相鉄線「大和駅」から徒歩10分）

■内フリースクールなど活動紹介、
個別相談会など

■対児童・生徒、保護者、教員など

行 政 手 続 き の 専 門 家
一人で悩んで困っていること、心配ごと
等をお伺いした上で最適な解決策を提
案いたします。お気軽にご相談ください。

湯河原町吉浜688-14
キャッスル湯河原202
http://www3.plala.or.jp/
kumakura-office/

熊倉勇蔵行政書士事務所

遺言書、相続手続きについて

☎0465-64-0879
各種契約・許認可申請も承ります。

受付随時
《相談料無料》
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おはなし会 （会場 3階おはなしのへや）
◎にこにこクラブ
　１月10・24日㈮　11:00～
　

▲

対象　２歳まで
◎土よう日のおはなし会
　１月11・25日㈯　 ▲

対象　３～６歳（14:30～）
　　　　　６歳～小学生（15:00～）

午後の朗読 （会場　３階会議室）
　１月15日㈬・28日㈫　14:00～

第16回古本市

▼日時　２月２日㈰　10:00～15：00

▼会場　３階集会室
※図書１冊10円
※雑誌、傷みのある本は無料

利用案内
◆開館時間　9:30～18:00
◆１月の休館日
　１～３・６・７・14・20・27日

★メンテナンス点検のため、１月
27日㈪は、終日インターネット
による蔵書検索や予約、延期の手
続きができません。

●町立湯河原美術館　☎63-7788
　■時9:00～16:30（入館は16:00まで）
　■休８・15・22・29日
●ヘルシープラザ　☎62-1333
　■時9:00～21:00
　■休１～３・６・20・27日
　■予１月４日㈯から４月分の団体予約開始
●町民体育館　☎62-1125（平日）
　　　　　　 ☎62-1200（平日以外）
　■時9:00～21:00
　■休１～３・６・14・20・27日
　■予１月４日㈯から４月分の団体予約開始

●海 浜公園テニスコート　☎63-0480
　■時９:00～16:00　　■休１～３日
　■予使用日の２か月前の１日から予約開始
●こ ごめの湯　☎63-6944
　■時9:00～21:00　　■休６・14・20・27日
　※１～３日は特別営業（10:00～17:00）

●独 歩の湯　☎64-2326
　■時10:00～17:00　　■休30日
●総 合運動公園　☎63-2111（都市計画課　内線533）
　■時9:00～17:00
　■予使用日の２か月前から予約開始 

■風が強くふいている
三浦　しをん

　「走ること」で自分と向き合い、
誰かとつながってゆく。箱根駅伝
を舞台に、10人の個性あふれるメ
ンバーが織りなす感動の青春小
説。

■ふくもの
上大岡　トメ

　「福」を呼び込むために作られた
物たち。それぞれに言い伝えや伝
説があります。招き猫、だるまや
七福神など、昔ながらの縁起物を
写真で紹介。

１月の新刊案内
れいめい
黎明に

た
起つ 伊東　　潤

とうちゅうかそう
冬虫夏草 梨木　香歩
大江戸ドクター 和田はつ子
47都道府県の純喫茶 山之内　遼
カンヴァスの向こう側 フィン・セッテホルム
東京メトロ大都会をめぐる地下鉄
 深光　富士男

今月のオススメ！

公共施設の利用案内

Library & Books Information

Public Institution Information
■時開館・営業時間　■休1月の休館・休業日　■予予約

　　  い  とう                 じゅん

        なし   き             か    ほ

　　  わ    だ

       やま   の   うち        りょう

ふかみつ           ふ     じ    お

～新春に希望を託して～

み うら

かみおおおか
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　自分たちの学校を自分たちの手で変えるという取
り組みが、湯河原町の学校で広がっています。
　その名も『湯河原町子どもフォーラム』。
　平成23年度の第１回フォーラムでは、湯河原子ど
も宣言として「笑顔あふれる最高の楽校（※）をつく
る」を掲げ、幕を閉じました。
　第２回の平成24年度では、『笑顔あふれる最高の楽
校』を実現するため、自分たちに何ができるかを考
え、「過ごしやすいきれいな環境を作るためにトイレ
のサンダルを整理する」「学校放送を楽しくする」「学
校を楽しくするためのアンケートの実施」「いじめに
ついてのアンケートの実施」など、それぞれの学校
で実践しました。

　そして今年度も五日間の日程で、第３回子ども
フォーラムを開催します。
　フォーラムへは、町内の小学５年生から中学３年
生までの子どもなら誰でも参加可能です。
※『楽しい学校』を意味する子どもフォーラムでの造語

◆平成25年度子どもフォーラム開催日時
　①12月21日㈯　※開催済み
　②１月18日㈯　9:30～15:00
　③１月19日㈰　9:30～15:00
　④２月１日㈯　 9:30～15:00
　⑤２月２日㈰　 9:30～15:00
◆会場　町民体育館・教育センター会議室

■問学校教育課　☎62-1100

東台福浦小学校

１
月
学
校
行
事

湯河原中学校

吉浜小学校

湯河原小学校

東台福浦小学校

27日㈪　第４回定期テスト（３年）
28日㈫　職業講演会（１年）
　　　　 職場体験（２年）

９日㈭　書き初め会（３・５年）
10日㈮　書き初め会（４・６年）
14日㈫～31日㈮　書き初め展示会
15日㈬　煙道体験
22日㈬　第２回長縄とび大会

★町内小中学校共通★　１月７日㈫まで　冬季休業

９日㈭　書き初め（３・４年）
10日㈮　書き初め（５・６年）
20日㈪～２月８日㈯　書き初め展
28日㈫　新１年生保護者説明会

10日㈮　書き初め会
14日㈫～24日㈮　書き初め展
15日㈬　料理講習会・学級懇談会
30日㈭　新１年保護者説明会

大人の皆さんの見学大歓迎‼
子どもたちの熱い思いに触れ、
一緒に『最高の楽校』について

考えてみませんか。

73

笑顔あふれる最高の
がっこう
楽校を実現するために
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地球温暖化防止と湯河原のPRに
 『ゆたぽんファイブ』ウォームビズブルゾン誕生

No.1のゆるキャラダンサー目指して
第２回ゆるキャラダンス選手権

　ゆがわら戦隊ゆたぽんファイブが、No.1のゆるキャ
ラダンサーを目指して、全国のキャラクターがダンスの
腕前を競う『第２回ゆるキャラダンス選手権～ゆるくな
い真剣勝負～』に出場します。
　この大会は、１月10日㈮から19日㈰まで開催される
『ふるさと祭り東京』のステージ内で開催され、イベント
の様子はフジテレビ『スーパーニュース』内で放送される
予定です。
◆日時　１月11日㈯　17:00～18:00
◆会場　東京ドーム内特設ステージ
※入場には入場料が必要です。詳しくは、『ふるさと祭り
東京』（http://www.tokyo-dome.co.jp/furusato/）
をご覧ください。
※様子は１月13日㈪のフジテレビ『スーパーニュース』
内で放送予定です。
■問観光課　内線711

地元の魅力を再発見
ゆがわら農林水産まつり

　町内各地から新鮮な農林水産物が大集合。豊かな自然
の恵みを味わってみませんか。
◆日時　１月25日㈯・26日㈰　10:00～15:00
◆会場　湯河原海浜公園
主なイベントの内容

▼共進会コーナー　みかんやキウイフルーツ、野菜など
のコンテスト。購入することもできます。

▼地元農林水産物の展示販売コーナー　新鮮でおいしい
地元産野菜、果物、水産加工品など

▼飲食コーナー　手作りおでん、甘酒、そば、うどん、
赤飯、担々やきそばなど

▼親善都市コーナー　富山県立山町、長野県松本市奈川
地区の特産物を販売

▼アトラクション　ミニSL、太鼓の演奏、ふれあい動物
園、ゆたぽんファイブ登場など
■問農林水産課　内線731～736

　地球温暖化防止のために、勤務中に過度な暖房機器に頼
らず、働きやすく暖かいスタイルで仕事をするウォームビ
ズの一環として、町ではウォームビズブルゾンを導入する
ことになりました。
 このブルゾンには、湯河原町マスコットキャラクター『ゆ
がわら戦隊ゆたぽんファイブ』の刺しゅうがデザインされ
ていて、ウォームビズとあわせて、広く町内外の皆さん
に、身近な形で『ゆたぽんファイブ』や湯河原町をPRしてい
くため、職員が勤務中にこのブルゾンを着用していきます。
　なお、ブルゾンは㈱湯河原総合情報センター（駅前観光案
内所）でお買い求めいただけます。
■問㈱湯河原総合情報センター ☎63-5599／観光課 内線711～715

レッド

ブルー ネイビー グリーン ブラック シルバーグレー ホワイト ピンク イエロー
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作 ： きのこ

ゆたぽんファイブは湯河原町マスコットキャラクターです

◆願いごと◆
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ゆたぽんファイブに
年賀状を送ろう

郵　便　は　が　き

2 5 9 0 3 9 250

湯河原町役場秘書広報室内　『ゆたぽんファイブ』さま

平松礼二館企画展『ジャパンデザイン－かざりの美学』
　お正月にはお飾りやしめ縄、門松を飾った家庭も多くあることと思
います。日本では多くの家庭で季節ごとに年中行事が行われますが、
祭事に使われるものの形式美は誰もが認めるところでしょう。私たち
が日常生活で何気なく使っているものの中にも、日本ならではの美し
いデザインがたくさんあります。例えば普段使いの食器の柄や、手ぬ
ぐいの意匠、着物の模様など身の回り
のものに「かざり」の美を見出すことが
できます。
　今回平松礼二館では、日本文化の根
底に流れる「かざり」の美しさを、伝統
的な日本画の手法を駆使して現代の感
覚で描いた意欲作を展示します。

収蔵品小企画展『
び

美・
じん

人展』
　日本画家・

たていしはる み
立石春美や

むろ  い   と   し   お
室井東志生などの美人画家による作品のほ

か、女性像をテーマにさまざまな手法で描かれた作品を展示します。

常設館
　竹内栖鳳を中心に湯河原にゆかりの作品を収蔵品から展示します。

第13回子どもギャラリー（１階展示コーナー・入場無料）
　町内小・中学校の児童生徒の皆さんが制作した作品から合計100点
を学校別に展示します。
　 ▼湯河原中学校　　１月16日㈭～21日㈫
　 ▼東台福浦小学校　１月23日㈭～28日㈫
　 ▼湯河原小学校　　１月30日㈭～２月４日㈫
　 ▼吉浜小学校　　　２月６日㈭～２月11日㈫

ギャラリートーク（展示室）
　 ▼日時　１月19日㈰　10:30～11:00
　※1月19日は家庭の日。町民の皆さんは観覧無料です。
■問町立湯河原美術館　☎63-7788

●2月号掲載写真募集●
◆対象　平成25年２月２日～平成25年
９月１日生まれ
◆申し込み　あかちゃんの名前（ふりが
な）、性別、生年月日、保護者名、住所、
電話番号、あかちゃんへのメッセージ
(20文字以内)と送り主（～より）を記
入し、写真を１枚添えて、秘書広報室
へ郵送または直接お持ちください。

◆締め切り　1月14日㈫
※掲載は一人１回、１枚限りです。
※写真は返却できません。
※応募多数の場合は翌月号への掲載に
なります。

◆締め切り　１月６日㈪必着
◆あて先　〒259-0392
　湯河原町役場秘書広報室内
　『ゆたぽんファイブ』宛て
※全員にゆたぽんファイブからお返事の年
賀状を送ります。

※抽選で５名様に記念品をプレゼントします。
※氏名、住所、年齢、電話番号を明記し、ゆ
たぽんファイブへの『メッセージ』を添え
てください。
※その他詳しくは、
　町ホームページをご覧ください。

町立湯河原美術館
お正月は町立湯河原美術館へ
１月１日㈬～３月24日㈪の展示案内

平松礼二「海を渡る」

あかち んゃ
写真館

平成25年1月生・吉浜

  は  せ  がわ し  おん
長谷川翔音ちゃん（男）

「毎日が幸せです。
ありがとう☆大好きだよ♪」

（パパ＆ママより）

こうめ　7さ
い

ゆがわらまち
ちゅうおう1

-2-3

0465-63-21
11

あけまして

おめでとう

ことしも
たくさん
あいたいで

す



成人のつどい実行委員の皆さん
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▼新年おめでとうございます。2014年の新春を、
皆さんいかがお過ごしですか。 ▼月日の流れは早
いもので、広報担当となって５回目の新年を迎える
ことができました。これも、普段から取材などにご協
力をいただいています皆さんのおかげです。今年
も一年、広報ゆがわらをどうぞよろしくお願いしま
す。 ▼さて、話は変わりますが、今年の干支は
『

うま

午』。実は私、人生３回目の年男を迎えました。私
自身もそうありたいですが、皆さんにとっても
2014年が、馬のようにホップ・ステップ・ジャンプ
と、飛躍の年になりますように…。　（か）
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光
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催
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、
中
学
１
年
か
ら
高
校
３
年

ま
で
、
６
年
間
打
ち
込
ん
だ『
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
』の
活
動
の
中
で
、
施
設
の
職

員
が
児
童
に
接
す
る
姿
を
目
に
し
た
こ
と

だ
っ
た
。

　
「
初
め
は
、
施
設
の
職
員
は
と
て
も
優

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
優
し
い
だ

け
で
は
な
い
。
児
童
の
た
め
に
、
と
き
に

は
厳
し
く
指
導
す
る
と
こ
ろ
も
見
て
き
ま

し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
、
児
童
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
の

子
が
も
っ
と
早
く
施
設
に
入
る
こ
と
が
で

き
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な

か
っ
た
の
に…

。
だ
か
ら
、
自
分
が
そ
う

い
う
子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
仕
事
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
忙
し
い
学
生
生
活
の
合
間
を
縫
っ
て
の

『
成
人
の
つ
ど
い
』の
準
備
。
当
日
の
進
行

な
ど
、
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
れ
以
上
に
同
級
生
た
ち
と
の
再
会
に
心

が
躍
る
。

　
「
湯
河
原
で
、
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で

ワ
イ
ワ
イ
と
で
き
る
の
が
と
て
も
楽
し

み
。
中
学
を
卒
業
し
て
、
何
と
な
く
疎
遠

に
な
っ
て
、
駅
で
会
っ
て
も
何
を
話
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
す
れ
違
う
だ
け
の
友

だ
ち
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
中

学
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
に
盛
り
上
が
れ

る
、
そ
ん
な
つ
ど
い
に
し
た
い
で
す
。」

　
中
学
時
代
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で…

。
あ
れ
か
ら
５
年
、
大
同
窓
会
の
幕

が
、
今
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

平成５年・湯河原生まれの湯河原育ち。吉浜小学校、湯
河原中学校、茅ヶ崎西浜高校を卒業し、現在は田園調
布学園大学２年生。小学校時代はミニバスケットボー
ル、中学・高校時代にはジュニアリーダーとして、地域
の子どもの指導・育成に打ち込む。趣味は映画鑑賞。
好きなアーティストはＥＸＩＬＥと嵐。

 いいやま       あき  な
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コーヒーブレイク

yugawara-jin

中
学
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
温
か
い『
成
人
の
つ
ど
い
』に


